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 みなさんこんにちは。半月前まで半袖

でいられた思いきや、あっという間に寒

くなりましたね。 

 昨日、東北楽天イーグルスが、読売ジ

ャイアンツを破って優勝しました。 

 

土曜日（２日）に、現在日本で№１の投

手、３０連勝中の田中投手を打ちこんで、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

逆王手をかけたときには、ジャイアンツ

が有利だと思っていましたが、いやいや、

美馬投手、則本投手が８回まで「０」で

踏ん張りました。１球１球丁寧に投げ込

んでいましたね。投手ばかりがクローズ

アップされますが、嶋捕手のリードは素

晴らしいの一言。 

 何か投手に話しかけて、投手が何度も

うなずくシーンが印象的でした。 

 もちろん投手の能力もありますが、そ

れを引き出す捕手がいなければ、数字ほ

どは勝てないのです。 

嶋捕手に興味を持って調べてみました。 

岐阜の海津市出身なんですね。 

 高校は野球で有名な、名古屋の中京大

中京に進学します。高校では補欠、それ

も二塁手の３番手。本人は監督にマネー

ジャーとしてやりたいと申し出ましたが、

「けが人が出るかもしれん。チャンスは

まだある」と諭され慰留されたことがあ

ります。 

 大学時代の監督で、仙台育英と東北高

校の監督として 27 回の甲子園出場経験

が有る竹田監督は「嶋ほど人間性やコミ

ュニケーションに優れた学生や、頭脳、

心、洞察力を持った選手は見たことがな 
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い」「嶋は相手を見抜く洞察力と投手の力

を引き出す能力がある。監督が何を考えて

いるかをくみ取ってゲームメークできる。

佐々木（横浜）の天職がクローザーなら、

嶋は捕手が天職」と高く評価しています。 

 元楽天監督の野村克也氏は、捕手は頭脳

が良くなければいけないという持論から、

コーチに頼んで正捕手候補数名の中学時

代の通知票を取り寄せたところ、嶋捕手が

オール 5（９科目）だったことからルーキ

ーでの一軍起用を即決したといいます。 

すごいですね、オール５ですよ。嶋捕手

は野村監督に試合中でも怒られ、時には監

督の横で立たされて“公開説教”を受ける

こともあったといいます。 

 

（そういえばかつてのヤクルトの名捕手、

古田選手もそんなかんじだったような） 

正捕手になったのは３年前から。大学進学 

 

 

 

 

 

の理由は「野球のためだけではなく教師に

なりたかったから」。当時は内野手。 
 レッドソックスの上原投手同様、アマチ

ュア時代、決して陽の当たる道を歩いてき

た選手ではないのです。人間、一生懸命頑

張っているからこそ、僥倖に巡り合えるん

ですね。 
 さて、田中投手の話に移りましょう。第

６戦で監督に直訴して最終回まで１６０

球を投げきりました。普通では翌日のベン

チ入りはありません。ところがまたまた直

訴して、ベンチ入りはたまた最終回にマウ

ンドに上がりました。星野監督は彼の心意

気をくみ取ったんですよね。９回の仙台球

場の異様な雰囲気、TVでも分かりました。 

 彼がマウンドに上がった瞬間、落合元中

日監督の顔が浮かびました。そして 2007

年の日本シリーズ第５戦、完全試合目前の

山井投手の交代を思い出しました。そして

落合監督なら投げさせないのではないだ

ろうか？とも思いました。 

 １６０球を投げた翌日、疲労の極致にい

る投手をマウンドに挙げることは、相当の

勇気が要ります。案の定、最初は球が浮き

気味でした。ヒットを２本打たれ、ホーム

ランが出れば同点の場面まで行きました。 

 最後は三振で、ゲームセットとなるので

すが、勝ちにこだわるなら、則本投手の続

投です。星野監督自身の性格でしょうかね。 

    「意気に感ずる」 

私？はい、星野派ですね。 

といって、今年の中日を見てもお分かりの 
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ように、T 監督と比べるのは悪いですが落

合監督の手腕はピカ一ですよ。 

 本当は１９時から仕事で野球をみるこ

とができないはずが、某事情で見ることが

できました。 

 結果は、田中投手にも、楽天にも、ファ

ンの方々にも最高のエンディングで終わ

ったんですが・・・昨夜のマー君の、鬼気

迫るものがありました。この分ではどうや

ら来年は海の向こうに行きそうですね。残

念というのか楽しみというのか？ 

 あ～一度でいいから、ビールかけがした

い！ 長い前置きになりました。 

          銀道vol.18発進します。 

 

 

   ◆教室便り◆ 

    学志舎通信 

 学志舎ではイベントごとに、担当コーチ

たちが通信を書いていますが、７月の「七

夕大賞」は担当がいないため、飛んでいま

した。よって私がお届けいたします。 

 

毎年６月の最終週から、教室で生徒のみん

なに短冊に願いを書いてつります。 

そして、コーチたちに自分の感性で３点を

選んでもらいます。その数の多さで「一席

～三席」を決めます。 

 願い事に優劣はありません。ただコーチ

たちの心を動かしたかどうか、時に受けた 

 

 

 

 

 

かどうかでこれは決まります。 

 

さて、発表です。 

 

     育真館 

一席 

附属中２年  Ｒ．Ｓさん 

「一日が 36 時間になりますように（特に

テスト前日）」 

よく分かりますその気持ち。先生もそうで 

        した。本当はね、前日は 

        軽く間違いチェックを 

        して早く寝るくらいに 

        試験準備しておくとい

いんですよね…。コーチ陣も、大学の試験

に際し、今もその思いが強いようで？支持

を集めました。 

 

二席 

岐阜小６年  Ａ．Ｋさん 

「すてきな・すてきな人になりたい！！ 

       具体的にすると  

 人のためになる人に近づけますように」 

いや～学志舎の教育理念そのものです。あ

りがとう！何の為に今学んでいるのか、そ 
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のためですよね。彩さん、毎月の塾の「清

掃活動」も今のところ皆勤賞ですね。 

 

三席 

附属中２年 Ｍ．Ｏさん 

「みんなの願いがかないますように」 

はい、自分の願いではなく「人様の願い」

というところがコーチたちの心に響いた

ようですね！ 

 
     至誠館 

 

一席 

長良西小６年 Ｒ．Ｙ君 

「親切な人になりたい」 

うんうん、そうだよね。 

１０月の坐禅研修で 

京都からの帰り電車の 

中でお年寄りの方に席 

を譲る、学志舎の生徒 

の姿を見て、うれしく 

なりました。世の中の法則「人に与えたも

のは、必ず返ってくる」ではありませんが、

親切な人には、必ずそれなりのことが返っ

てきます。それを期待せずに粛々と実行し

ましょう。ダントツ一位でした。 

 

二席 

附属中３年 Ｙ．Ｏ君 

「おいしいたこ焼きが食べたい」 

岐阜ではおいしいたこ焼きがないのでし

ょうか、やはり大阪に行かなくては？ 

 

 

 

 

 

お母さんの手作り 

だときっとおいし 

いですよね。 

 

三席 

長良西小６年 Ｎ．Ｋさん 

「将来いい大人になる」 

Ｎさんが描くいい大人とはどんな姿でし

ょうか？コーチ陣も少し考えさせられた

ようですね。昨年に続き連続の受賞です。 

 

 選には漏れましたが、気になる「願い」

を紹介しましょう。 

至誠館では昨年の覇者、長良高校２年Ａ．

Ｍ君の「伝説になる」 

昨年の「気の強いヒーローになる」も受け

ましたが、今回もコーチたちの心に何やら

期待を抱かせるものがあったようですね。 

 

育真館では 岐山高校３年 Ｍ．Ｋさんの

「受験を楽しめますように」 

それができるといいですよね。入試までの

過程もそうですが、 

「やり切った」と 

いう思いで本番も 

リラックスして臨 

んでほしいと思い 

ます。 

     

 

以上七夕大賞でした。また来年の７月ま

で！ 
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      赤ペン 

 今年から「赤のボールペン」を生徒の皆

さんに無償で配っています。そしてインク

を使い切ったら、使い切った芯と新しい芯

を交換しています。そして芯を交換するた

びに、１ポイント差し上げています。学習

すればするほど、ポイントが付くようにし

ました。 

 
さて、10月末までに一番赤ペンを使って

くれた生徒は、聖マリア女学院高校3年の

Ｍ．Ｔさんです。写真はＴさんの空芯5本

と皆さんに配ったボールペンです。 

彼女は、過日見事に京都産業大学（法）

の合格を勝ち取りました。マリアには指定

校枠でいける大学が数多くあります。しか

し谷川さんは、自分が行きたい大学に勝負

をかけました。担当の安藤コーチと一生懸

命プレゼンを考えました。そして、中学生

以上の皆も知っているように、教室で、皆

の前で申し出てプレゼンの練習をしまし

たね。あの気迫、すごかったですね。終わ

った後には、「何か気がついた点があった

ら 

 

 

 

 

ら教えてください！」 

私は一つ質問しました。それは伊奈波で先

にやったときの事務長の質問と同じだっ

たとか。 

 さて、みなさん、ガンガン〇付けをやっ

て、赤ペン解答を記入して、芯を交換に来

てくださいね！ 

 

   土曜日夜のご招待 

9月28日の土曜日から、毎月第2、４土

曜日に中学生を夜の７～１０時まで、勉強

会に無料で招待しています。 

それは何か？ 

「ＯＫ学習法」は予習で進んでこそ、威力

を発揮します。よって、予習に入るべく、

「ＯＫ学習法」が効果的に機能できるよう

に招待を始めました。第一回目はほとんど

生徒を、招待しました。 

至誠館で、私は生徒達にある提案をしま

した。「時間は１０時までやけど、やり残

しがある生徒で、それ以降も残って勉強し

たい生徒は、先生は何時まででもお付き合

いします！10時で帰って、残りを家でやっ

てもかまいません」 

10時を過ぎ2人が残りました。東長良中

1 年Ｓ．Ｏさん、長良中3 年Ａ．Ｋさん。

11時にＯさんが範囲を終了。 

私はＫさんに声をかけました。「帰って

残りをやってもいいよ」彼女は言いました

ね、「塾長、最後までやります」 

この返事を聞いたとき、私は鳥肌が立ち 
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ました。彼女のヤル気がひしひしと伝わっ

てきたからです。彼女がやり終えて教室を

出たのが23時47分。私は爽やかな気分で、

帰途に着きました。 
二人のおかげで、私が帰宅 

後、美味宅後美味しいビール 
を飲むことが出来たことは想 
像に難くないと思います。 

 
Ｋさん、前期期末試験では50点、4科目

アップ。（学年平均点は20点下がっていた

ので、実質70点アップ）10月の第2回岐

阜新聞テストでは、5 科目アップ、偏差値

で6.3Ｐアップです。 
Ｏさん、8 月末の全国模試で英語と理科

の2科目で100点を取りました。二人とも

夏プロからずっと頑張ってます！ 
神様は必ず見ています。努力は嘘をつき

ません。但し、時としてタイムラグがある

場合があります。形として現れるまで、い

かに継続できるか。そこがポイントです。

大人の役目は、生徒を、子どもを信じて励

まし続けることだと思っています。 
 

吉田松陰先生の掛け軸 

２年前のＧＷ、念願かなって萩の松下村

塾へ行くことができました。その時に私が

師と仰ぎ、尊敬する松陰先生の書を購入し

ました。6 月、そのままではもったいない

と思い、装丁してもらい両教室に飾ること

にしました。 

 

 

 

 

 

 

育真館は高校生の教室へ階段を上がっ

たところの逆の壁、 

 

至誠館は高校生の教室の正面にかけて

います。 
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松下村塾は本当に小さな庵です。わずか 8
畳の間で先生は塾生達を教えました。萩に

はそれまで150年続いた有名な藩校「明倫

館」があります。9000 坪の広い敷地。今

は小学校になっています。 
 あの明治維新で活躍したのは、藩士の子

弟が通う、所謂エリートたちの明倫館の塾

生ではなく、郷士、町人が通う、松下村塾

の塾生でした。 
久坂玄瑞、高杉晋作、山県有朋、伊藤博

文、木戸孝允などなど。 
松陰先生がこの国のあるべき未来を、こ

れから自身がどう考え、どう行動すべきな

のか、いかに塾生達に熱く語ってきたか。 
時には塾生達と畑を耕したり、川で泳いだ

り、肌と肌の触れ合うような付き合い方を

してきたのです。学問のための学問ではな

く、本当の活きた学問を教えたのでしょう。

私は学志舎をそんな塾にしたいと常々思

っています。 
 

散らない桜 

 以前から教室に桜の木を飾りたいと思

っていました。そして頭の中にはその構想

がありました。それは私の故郷の「座敷雛」

に使われる、そこの家族で作った桜をもら

ってくることでした。 

座敷雛？ 

はい、私の故郷、愛媛県八幡浜市真穴地区

に昔から伝わる伝統行事です。 

旧暦の桃の節句にあたる4月2、3日に長 

 

 

 

 

 

女の初節句を祝うため、内裏雛を中心に小

道具、盆栽などで倉庫や座敷を飾りつけ、

立派なひとつの庭園を作り上げます。雛大

工の棟梁を中心に親戚、近所の人たちと、

一ヶ月間かけて準備します。 

 県外からも観光バスで観光客がやって

きます。30年前の姪の時には、私の実家の

座敷雛が雑誌朝日グラフの一面に取り上

げられました。 

 
どの家でも必ず内裏雛の前に桜を飾りま

す。幹と枝は本物ですが、花はティッシュ

ペーパーで作られています。これはそれぞ

れの家庭でだいたい夜２ヶ月くらいかけ

て作ります。それをもらいに4月3日に帰

郷しました。 

私のように桜を欲しがる人は結構いる

もので、1 軒の家から全部というわけには

いかず、都合3軒の家からもらってきまし

た。 

長い時間をかけて作った座敷雛の命は

短く、わずか2日間です。４日の朝一番か

ら、解体を始めます。早くしないと娘が行

き遅れる（嫁に）という言い伝えがあるか 
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らだそうです。 

今育真館に飾っている桜は、幹と枝を持ち

帰り、大工さんに作ってもらいました。 

 

「散らない桜」でこれからの入試を突破し

て欲しいと思っています。 

 豪華絢爛たる座敷雛の様子は今回の付

録のＤＶＤでご覧下さい！ 

 

   至誠館の改装 

 この数年、育真館では改装を何度かして

きました。至誠館は８年前の大改装以来、

そのままでした。本当は春休みには改装を

したいと思っていましたが、夏プロに入っ

て１週目で決心しました。 

   「やるのは今だ！」 

すぐに椅子と机をインターネットで発注

しました。そして８月の４日（日）、手伝 

いの要請に快く「0.2 秒でハイ！」と返事

をくれた岐阜高校２年Ｈ君、Ｙ君、長良 

高校２年Ｍ君の３人が、午後１時教室に 

集合。 

 まずは南教室のブースを北教室に移動。 

 

 

 

 

 

これが大変でした。連結したパネルを外す

のが簡単にいかないのです。一人がパネル

に乗っかり体重をかけ、３人でパネルを引

き抜く。最初は一枚ずつ移動していました

が、最後ははずすのが大変なので、３枚い

っぺんに運ぶ荒業？悪戦苦闘のブース移

動が終わると、イスと机の組み立て。 

 ３人にその作業を任せると、私は電気屋

さんに変身。パネルと同時に電線も取り外

しました。それをつなぐ作業です。電気屋

さんに頼む予定でしたが、予算の節約で、

やれるところまでやってみようと挑戦。 

何度もやり直し。うまく接続できて全部の

蛍光灯が点灯したときには思わず「やっ

た！」と一人でガッツポーズ。 

 その後、３人に合流し組み立て作業。終

了したのが午後７時。流れる汗が乾いて、 

シャツには白く塩が吹いていました。 

 
 

 

翌８月５日の月曜日、教室に来た生徒たち

はびっくり。「広くなってよくなった」と

評判も上々でした。 
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 高校生のマンツーマン＆自習室の北教室 

 

 Ｈ君、Ｙ君、Ｍ君、ありがとう！ 

 「頼まれごとは、試されごと」 

見事にこなしてくれましたね。以来お礼の

食事会がまだです。３人の都合がよいとき

にいつでも言って下さいね。 

おいしいものを食べましょう！！！ 

 

    ◆42.195㎞考◆ 

     悪魔の囁き 

今年は故障で本当に走れていません。年

末の恒例行事「尚子ロードでフルマラソ

ン」に向かって３日の日曜日、５月の長良

川清流マラソン以来の 10 ㌔を、絶対に走

ろうと尚子ロードへ行きました。 

3時50分、雲行きが怪しい空を見上げな

がらスタート。 

 金華橋を過ぎた1.5㌔地点のアスファル

トの継ぎ目にシューズがひっかかり転倒。 

 右の手の平と右ひざの皮がむけ、転んだ

時の手のつき方が悪かったのか、左手首を

捻挫。ちょうど雨も降ってきました。 

 

 

 

 

捻挫。手の平と、膝から流れる血がなかな

か止まりません。「雨も降るし、手も痛い

し、血も止まらないし、今日は５㌔で帰ろ

う」と走りながら頭の中で考えていました。

折り返しての金華橋を過ぎたあたりで 

   「あ、悪魔の囁きだ」 

今日は絶対に 10 ㌔走ろうと、ここに来

たのに、やらない理由を考えている。 

 よくあるんです。自分を追い込む走りを

して「きついな～」と思う時。まだスロー

ジョギング、ＬＳＤという練習方法を知ら

なかった２年前、夏場の午前中走っていた

時、何度もありました。 

  

人は嫌なことをしているときとか、苦しく

なると、頭のどこかで「やらない理由」を

考え始めます。本当にもっともらしい言い

訳がドンドン浮かんできます。そして自分

を納得さすのです。 

これが「悪魔のささやきです」 

皆さんも経験したことがあるでしょう？ 

自分で言い訳を考え始めたら、思って下さ

い。 

  悪魔が囁き始めたと。 

 

    シューズ 

ちょうど一年前のことです。木曽三川公

園リレーマラソンの１週間前の土曜日、あ

るセミナーに参加するために名古屋へ行

きました。 
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 それは自称「シューズマスター」Ｎ氏の

セミナーでした。その４、５日前、ネット

でジョギング関係を見ていたら野村氏の

ブログに行き着いたのです。実はそのブロ

グ、半年ほど前に見たことがあったのです

が、その時にはたいして気にもしなかった

のです。しかし、なぜかその日は違いまし

た。何か感じるものがあって、セミナーの

告知に即反応してしまいました。 
 
 Ｎ氏はアシックスのフェザーシリーズ

の開発にかかわったこともある人です。 
自分のシューズを持ってくることが義務

付けられていました。靴底の減り方でアド

バイスがもらえるのです。 
 目からうろこのセミナーでした。普通、

スポーツ店でシューズを購入しようとす

ると、必ず１㎝～１.５㎝は大きめのシュー

ズを勧められます。これが大間違い。 
Ｎ氏曰く 

「だったら、サイズ表示は何の意味がある

んですか？」 
爪がすれて黒ずんだりした時に、クレーム

が来ないように、営業サイドでそう言って

いるらしいのです。足の実寸が２５㎝なら

ば、シューズは２５㎝のものが合うように

開発サイドでは作っているとのこと。 
 一昨年初めて 42.195 ㌔を走った時、17
㌔地点から左足の薬指と中指に痛みが走

りました。これは今考えると、大きなシュ

ーズの中で、足の指が遊んでいたためと思

われます。昨年の大晦日、きちんとしたサ 

 
 
 
 
 
イズの、Ｎ氏推薦のシューズで走るとまっ

たく痛みがありませんでした。ただ、慣れ

るまでに少し時間はかかりましたけど。 
 そしてシューズの選び方。 
Ｎ氏はっきり言いました。「ナイキのシュ

ーズは走る靴ではありません。確かにおし

ゃれです。街ばき用にして下さい。」とバ

ッサリ。私のナイキのシューズもお蔵入り

です。メーカーはアシックスかミズノがよ

いそうです。 
実はこの２社は値引きが少ないのです。 

定価はほとんど同じでも、外国のメーカー

（米国のＮ社、ＮＢ社、ドイツのＡ社、Ｐ社など）は

ネットで安く購入できます。本当に良いも

のは、安売りはしないということでしょう

か。私もそれまで履いていたＡ社、ＮＢ社

のシューズから、ミズノ、アシックスに買

い替えました。 
 ＮＢ社のシューズ、履きやすかったです。

柔らかく、幅が広く、ゆったりしてノンス

トレス＝足に優しい？実はそれがダメな

のです。故障の原因にもなります。骨の無

いシューズはトレーニングにならないの

です。逆に、硬くて一本骨の通ったシュー

ズは最初は履きにくいです。そんな走りに

くいミズノ、アシックスのシューズに慣れ

ると、それまで走りやすいと思っていた楽

なシューズにはもう戻れません。 
これは何をや言わん。 

次回は「新しいモデルが進化するわけで

はない」「シューズのヒモは、寄せて上げ

てギュッ？」をお届けします。 
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    ◆四方山話◆ 

 

朝のワイドショーでは連日、ホテル＆デ

パートの虚偽表示の報道。まあ、私にとっ

ては全く縁のない話です。一度でいいから

払い戻し請求に行く身分になってみたい

気もしますが（笑） 

 しかし、最初のあの阪急阪神Ｈ社長の会

見は、見ていて不快になりましたね。 

案の定、クレームがバンバン届いたのでし

ょう、その後退陣会見を開くまでに追い込

まれました。かつての雪印の社長を思い出

しました。全くお客様の方向を向いてない

んですよね。 

 その後の他のホテル、デパートの謝罪会

見もしかり。皆、今のうちにどさくさまぎ

れに謝っとけ！と言わんばかりの連日の

会見でしたね。 

 10月７日のブログにも書きましたが、私

が「半沢直樹」に共鳴したのは何だったの

か、それはシリーズ第３作「ロスジェネの

逆襲」の367ページ、半沢が部下の森山に

言った言葉の中にありました。 

 

 

 

 

 

 

「仕事は客のためにするもんだ。ひいては

世の中のためにする。その大原則を忘れた

とき、人は自分のためだけに仕事をするよ

うになる。自分のためだけにした仕事は、

内向きで、卑屈で、身勝手な都合で、醜く

歪んでいく。そういう連中が増えれば、当

然組織も腐っていく。組織が腐れば世の中

も腐る。わかるか？」 

謝罪会見したお偉い？方々に是非とも聞

いていただきたい言葉ですね。 

さらに部下に 

「戦え、森山。そしてオレも戦う。誰かが、

そうやって戦っている以上、世の中捨てた

もんじゃない。そう信じることが大切なん

じゃないだろうか」 

しびれるセリフです。 

ＴＢＳはいつ「半沢直樹２」を放送するの

でしょうか？楽しみです。 

 余談ですが、全編を通して特に好きな場

面が２つありました。前半の大阪編では、

妻の花が半沢に 

「ぜってぇ～負けんじゃね～ぞ！」 

と言った場面と、後半の東京編で、半沢が

金融庁検査の対策で悪戦苦闘、行内に残り、

夜中まで仕事をしているとき、同期の渡真

利が突然やってきて「ほい、牛丼」と手渡

し、近藤と3人で食べた場面です。 

 愛妻にああ言われたら、勇気百倍ですね。

そして、あれが男の友情ですよ。持ってき

たのが「牛丼」ってところがまたまたいい

んですよね！（笑） 

人は「本気」についていく…かな。 
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     ◆編集後記◆ 

 

大学入試制度が今の中1から変わります。

センター試験、各大学の2次試験はなくな

ります。高校2年時から「到達度テスト」

とやらが始まります。これまでのノウハウ

が全く使えなくなります。 

 各大学の試験は、面接と小論文。 

ここにきて、リクルートが無料の「受験サ

プリ」というものを大々的にＴＶ宣伝して

います。受験生には「リクルート」と言う

会社、あまりなじみがありませんよね。 

 「面接」といえば、就活ではリクルート

の独壇場。面接に関してのノウハウはどこ

の予備校も持っていません。今のうちに名

前を売って、5 年後には一挙に刈り取ろう

と言う算段なのでしょうか。 

 学志舎も大学受験を目指してこの 5 年、

塾を再構築してきました。個人塾としては

胸を張ってよい内容だと思っています。し

かし、このノウハウも5年後には使えなく

なってしまいます。制度改革にむけて手を

こまねいていてはいけません。5 年なんて

あっという間ですからね。 

来年からの私が参加する勉強会、セミナ

ーはこの辺りの内容が増えてきそうです。

5 年後も大学受験に関して、地域の個人塾

の一番を目指して頑張ります。 

 しかしこの改革、本当に改革になればい

いんですが･･･少し心配です。 

 

 

 

 

 

 

 今日は日曜日です。1 週間かかってこの

ニュースレターもやっと完成です。 

今週から中学校の後期中間、2 学期期末試

験が始まります。お約束の「当日朝学習」

もやりますよ！ 

事務長手作りのオムスビ、お味噌汁。 

          そしてアンケート 

          のご要望にお応え 

して、前期中間試験 

          から、オロナミンＣ 

          ドリンク、チオビタ 

          ドリンクなどをさ 

          らに用意して、試験 

          の応援をパワーア 

          ップしています。 

 

 今回の試験は「平均30点アップ大作戦」

と銘打って、全員で５科目平均 30 点以上

アップを達成すると、もれなく「道頓堀」

へ行って「食べ放題！」を私がおごるとい

う企画です。 

 その代わり達成できなかったときには、

残念賞として、冬プロの24日当たりに 

ショートケーキ。しかし、中学生諸君から

は一人 20 円ずつ徴収して、私だけ豪華な

ケーキを食べます。 

中学生諸君、必ず全員で「ポンポコポ～ン」

を聞きながら、腹いっぱい食べるぞ！ 

 

 最後までお読みいただきまして、ありが

とううございました。 では次号まで。 

           塾長 山田勝登 
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